
＜目次＞

1. 技術開発方針の策定

2. プレケーススタディの報告

3. 次年度の調査検討にむけて

令和6年度地域特性に応じた沖縄らしい色彩検討に係る技術開発業務

調査結果報告



2

１）目的・目標の設定

土地利用特性別の類型設定（再確認）

運用上の課題：地域特性に応じた色彩検討、情報共有

類型と色彩誘導の着眼点を整理

プレケーススタディ実施

→具体的調査手法の検討・共有
→対象自治体との連携協力等

本格的色彩基礎調査の実施〜ガイドライン策定

→土地利用に馴染む色、違和感のある色の類型
→沖縄地域色の検討

・色彩ガイドラインの検討
・運用手法等について実験的取組後、本格策定

←令和７年度以降

★既往調査等より基準見直し理由を反映

目的・目標
→※実施方針の
考え方

自治体の景観計画における色彩基準の状況や運用上の課題を踏まえ、「地域特性に応じた沖縄らしい色彩
（風土色）の検討」にむけて、①沖縄の土地利用特性による類型を整理（再確認）する。また、沖縄の島嶼的背景
や地域特性、自治体ヒアリングより得られた②色彩誘導の視点を踏まえ、土地利用特性別類型において色彩
基準の見直しが必要と回答した自治体を対象に③プレケーススタディを実施し、本格的色彩調査にむけた取
組手法・効果検証方法、実施回数等の共有を図るための事前調査を行う。実験後の結果から調査手法の充実・
再確認を行い、改めて県域にわたる④本格的色彩基礎調査に取組み、土地利用に馴染む色や違和感のある色
の類型化を行うとともに、色彩ガイドラインの検討、策定に取組む。

１．技術開発実施方針の策定
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・沖縄の色彩（風土色）を検討するにあたって、土地利用特性の類型化を『沖縄県“美ら島沖縄”風景づく

り計画』及び『沖縄県景観形成ガイドライン』に位置付けられている風景類型に準じて、以下の通りに

整理する。

※なお、上記の類型は、自治体ヒアリング（アンケート）調査で使用し、当類型に基づく土地利用特性に

おける色彩基準の見直しの必要性が自治体より提示されている。今後の色彩検討にあたっては土

地利用特性別類型に沖縄島嶼地域の風景タイプ（例えば、地形地質的景観特性）も加味して色彩基

礎的調査に取組み、色彩基準の検証にあたる。

①山地・森林
②自然海岸
③世界遺産周辺
④一般市街地・住宅地
⑤商業地
⑥農村・農地（漁村）
⑦伝統的集落・まちなみ
⑧リゾート
⑨街路・通り・沿道
⑩その他（工業地等）

2） 土地利用特性別の類型化

１．技術開発実施方針の策定
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沖縄地域における色彩誘導の着眼点 対応する類型

１．沖縄の気候風土・自然景観、島嶼文化的背景の尊重
森林・山地、自然海岸、農村（漁
村）等

２．「塗装色」の建築文化の尊重
→基調色や強調色の割合の工夫、伝統的集落との差別化

市街地・住宅地、郊外住宅等

３．地域性の配慮と地域素材等の積極的活用 伝統的集落、世界遺産周辺等

４．「賑わい」景観の整序と生活場所に応じたメリハリ 商業地、街路・通り、リゾート、
ウォーターフロント等

５．建物用途と建築規模、立地場所、視点場等を考慮した配色デザイン 全類型

色彩基礎調査手法の効率化共有化の検討にあたって、プレリサーチに取組むこととする。

プレケースタディ（試行）による技術開発手法の検討

３）色彩誘導の着眼点

景観計画における色彩基準の状況や運用上の課題から、７割以上の自治体において土地利用類型に応じて
色彩基準を見直す必要性が捉えられた。
沖縄は、元来、亜熱帯島嶼の自然環境等多様な景観特性と、悠久の歴史や伝統文化に育まれた地域色・環

境色が存在する一方で、戦後の米軍統治時代を経て今日まで発達した塗装色の建築景観（既成市街地）が大
きな面積を占めている。
こうした沖縄の自然的文化的背景と歴史的経緯からくる影響、地域特性を踏まえた視点を念頭において、

適切に色彩誘導を図っていくことが必要とされる。ここで、プレケースタディ対象地の選定及び実施にむけ
て、景観色彩誘導の着眼点と対応類型について整理しておく。

１．技術開発実施方針の策定
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色彩基礎調査の手法の検証を行うため、「座喜味城跡周辺景観地区」と「ヤチムンの里周辺

景観地区」において、下記の通りプレケーススタディを実施した。

景観色彩調査票及びマンセル色度図を活用した整理・分析を行うこととする。

■プレケーススタディの実施概要

土地利用類型 伝統的集落、（ヤチムンの里）
山地・森林、自然海岸、

世界遺産周辺

事前準備

・エリア内の建物戸数の把握
・対象建築物の決定
・調査実施件数の決定（１類型で50件を目安）

・視点場の設定
・対象建築物の確認（４階以上又は300㎥以上）

・背景となる自然地の確認

調査実施日 令和７年４月７日（月） 天気：晴れ 令和７年４月８日（火） 天気：晴れ

現地調査

①建築物壁面に色票を当てて色彩測定

②建築物から離れた距離からマンセル色票をか
ざして色彩測定

・視点場から背景となる自然地の色彩測定

・視点場から対象建築物の色彩測定

回数 １回 １回

調査結果の整
理・分析方法

・マンセル色度図による色彩分布状況の把握 ・眺望写真を活用した色彩分布状況の把握

１）調査の概要

２．プレケーススタディの実施
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２）調査結果の概要（色度図）

２．プレケーススタディの実施

■座喜味城跡周辺景観地区

■建築物の外壁基調色の色度分布図 ■建築物の屋根色の色度分布図■建築物の外壁基調色の三属性別割合
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３）調査結果の概要（色度図）

■ヤチムンの里周辺景観地区

■建築物の外壁基調色の色度分布図 ■建築物の屋根色の色度分布図■建築物の外壁基調色の三属性別割合

２．プレケーススタディの実施
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４）座喜味城跡眺望色彩調査

【視点場】〇座喜味城址

白い家 N9.5

読谷村シーレイク緑地
10GY4/3

海方面 N9

前方緑地
7.5GY4.5/5

石垣 10YR4.5/４.5～7.5

■座喜味城址 眺望景観 調査結果

２．プレケーススタディの実施

松緑地間（混色） 7.5GY4/3
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５）プレケーススタディ調査のまとめ

（１）測色調査

①座喜味城跡周辺景観地区（読谷村）

・景観計画策定後（平成 21年度以降）に建築された建築物等も多く立地しており、中でも近年、建築された戸

建住宅では白（N９無彩色）が目立っていた。

・全体的にはYR系で高明度／低彩度の建築物が中心となっており、地区の景観形成基準（色彩基準）に則っ

た外壁が確認できた。

②ヤチムンの里周辺景観地区（読谷村）

・登り窯や工房等が建築物の主体となったエリアであり、琉球石灰岩や木材、赤瓦屋根（高彩度）といった伝統

的素材が多く使用されている。こうした伝統的素材は経年変化により低彩度となり、周辺の自然（土壌、緑）

に馴染み良好な景観を呈しているが、経年変化により低明度化が進むため、現状の景観地区としての色彩基

準内に収まらない。

・なお、周辺で近年、建築された住宅等は、ほとんど基準値内（YR系高明度・低彩度）に収まっていた。

・ヤチムンの里周辺地区での測色調査結果から、他エリアの伝統的集落においても色彩調査を進めるととも

に、基準値設定のあり方について検討する必要がある。

２．プレケーススタディの実施



10

５）プレケーススタディ調査のまとめ

２．プレケーススタディの実施

（２）景観資源調査

①赤瓦の色彩

・赤瓦の色彩は、比較的新しい瓦で2.5YR5/8程度となり、建材

（瓦）としてはかなり彩度が高いが、瓦の経年変化によって彩度が

低くなる傾向がある。（彩度3〜４程度まで下がる）

・沖縄の常緑植物の葉に（彩度は４〜６程度）、赤瓦の色彩が強く主

張することはない。

②土壌の色彩

・土壌の色彩については、酸化した鉄分の影響で特に赤系の色味が

強く、色相は10R〜5YR程度で、彩度は国頭マージで最大８程度、

島尻マージで６程度と、おおむね赤瓦の色調と近似している。

③海岸の砂、サンゴ等の色彩

・海岸の砂の色度は、10YR〜2.5Y程度、明度7〜9程度、彩度１〜

３程度（湿潤時４程度）で、その中でも、サンゴが堆積した部分は、明

度が高く、彩度が低い。
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１）令和７年度以降の調査検討に向けた考え方（フロー）

プレスタディ・先行調査の実施
→ 対象地の選定 （２類型程度）
→ 色彩基礎調査の実施/とりまとめ

課題：地域特性に応じた沖縄らしい風土色の調査検討

ケーススタディ調査の実施
→ 調査結果を踏まえ候補地の選定（５類型程度）
→ 色彩基礎調査の実施/とりまとめ

色彩ガイドライン作成にむけた方向性の検討

 →構成内容及び基準案の検討

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー令和８年度

令和７年度の
調査検討の進め方

３．次年度に向けた調査検討

プレスタディ調査の結果から、座喜味城跡周辺での外壁基調色の白色傾向、ヤチムンの里での建築物等の伝統素材の経年変
化による色彩現状と設定基準とのズレを確認できた。このため、次年度調査にあたっては、１）伝統的集落類型の先行調査を進
め沖縄の地域色の実態把握後、２）ケーススタディ調査を実施し、地域特性に応じた基準値設定のあり方を検討していく必要が
ある。

概況整理（事前調査の実施）
→先行調査の対象として着目する土地利用特性類型につい
て概況整理を行う

（仮）色彩ガイドライン（or ヒント集）の作成
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